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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第４区分
【発行日】平成24年8月16日(2012.8.16)

【公開番号】特開2011-206990(P2011-206990A)
【公開日】平成23年10月20日(2011.10.20)
【年通号数】公開・登録公報2011-042
【出願番号】特願2010-75747(P2010-75747)
【国際特許分類】
   Ｂ４１Ｊ   2/01     (2006.01)
   Ｂ４１Ｊ  19/20     (2006.01)
   Ｂ４１Ｊ  13/00     (2006.01)
   Ｂ６５Ｈ   5/12     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ４１Ｊ   3/04    １０１Ｚ
   Ｂ４１Ｊ  19/20    　　　Ｃ
   Ｂ４１Ｊ  13/00    　　　　
   Ｂ６５Ｈ   5/12    　　　Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成24年6月28日(2012.6.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７２】
　なお、図１８，図１９で説明した例は、表１の条件［２］に該当するものである。図１
７で説明した２行×Ｎ列のノズル配列に対して、相対振動周期Ｐvとオフセット量ＯSyの
関係が表１の条件［１］となる場合の描画結果の例を図４、図５に示す。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７３】
　また、図２０で説明した６行×Ｎ列のノズル配列に関して、表１の条件［１］に相当す
る場合の描画結果を図６、図７に示す。（なお、図２１，２２は表１の条件［２］に該当
するものである）
　良好な条件［１］に該当する図５、図７では、図１９、図２２に見られた振動ムラが低
減していることが分かる。なお、比較のために、ここでは相対振動の片振幅は同じく5μm
であり、相対振動の周期を500pix＝10.6mmとした。
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